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電子情報システム工学科 カリキュラム・ポリシー 

電子情報システム工学科ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を備えた人材を育成するために、以下のような方

針に基づいてカリキュラムを編成する。 

 

1. 電子、情報、通信の基礎となる物理量、数式、用語について習熟し、協働作業を通じて問題解決能力とコ

ミュニケーション能力を高めるとともに、コンピュータの仕組みと電気信号の扱い方を学び、その活用法

を身に付け、電子、情報、通信分野の基本的なシステムの構築ができる能力を養う。またチームワークで

課題を解決し、その過程と結果をまとめることができる、論理的思考能力とプレゼンテーション能力なら

びにコミュニケーション能力を養う。 

2. 技術者倫理と国際社会について考え、技術者の役割を自覚して社会に貢献できる意識や力を養う。 

3. 電子・光工学の基礎となる材料物性と電子・光デバイスに関する知識を身につけ、それらを組み合わせた

電子回路の知識と設計手法を学ぶことで、実用のシステムへ応用するための知識と能力を身につける。 

4. 現代において、身の回りにあるさまざまな装置、機器、組織、制度、方式は多様な機能要素の有効な組み

合わせで作られたシステムである。昨今の複雑で困難な数々の問題解決にはシステム化技術が必須であ

り、それはシステム思考、システム構築、システム運用からなる。システム分野ではシステムの分析、設

計、評価に必要不可欠な理論と技術を学ぶ。 

5. 情報通信に不可欠な数学的知識や電子機器の機能を関連付け、ディジタルデータを効果的に扱うことが

できるハードウエアとソフトウエアが融合した情報システム、及び情報を伝達する通信システムに関す

る知識を学び、習得した知識を実用システムの利用と開発に応用する能力を養う。 


